
 
 

平 成 ２ ５ 年 ２ 月 １ 日 

株式会社 七十七銀行 
 

投資信託取扱商品の追加および一部販売停止について 
 
 

株式会社 七十七銀行（頭取 氏家 照彦）では、多様化するお客さまの金融資金運用ニーズに  

お応えするため、投資信託取扱商品を見直すことといたしました。 
平成２５年２月１５日（金）より、投資信託のラインアップに、債券型ファンドを２商品追加す

るとともに、一部商品の販売を停止させていただきますので、下記のとおりお知らせいたします。 
七十七銀行は、今後ともより一層お客さまのニーズにお応えできるよう、商品の充実に努めてま

ります。 い
 

記 
○ 追加する投資信託取扱商品 

商   品   名           運用会社名      主 な 特 徴        

国際機関債ファンド

（円コース） 
愛称「キックオフ」 

三菱ＵＦＪ投信

株式会社 

１．ＡＡＡ格相当の信用力がある米ドル建の国際機関債を主要

投資対象とします。 
２．対円で為替ヘッジを行い、為替リスクの低減を図っており、

為替ヘッジを行わなかった場合と比較し、安定した値動きが

期待できます。 

円サポート 
日興アセット

マネジメント

株式会社 

１．日本および世界のＡＡ格相当以上の国債および国際機関債

を主な投資対象とします。 
２．外貨建資産については対円で為替ヘッジを行い、為替ヘッ

ジ後の利回りが相対的に高い国の中から投資国（３ヵ国から

５ヵ国程度）の債券に分散投資しており、安定した収益確保

が期待できます。 
  注．主な商品内容は、別紙をご参照ください。 
 
○販売を停止する投資信託取扱商品 

ファンド名 運用会社名 

ＧＳ ＢＲＩＣｓ株式ファンド ゴールドマン・サックス・アセット・

マネジメント株式会社 
株ちょファンド日本（高配当株・割安株・成長株）毎月分配型

愛称「カブチョファンド」 日興アセットマネジメント株式会社 

注
 
．解約、買取の換金受付については、従来どおり取扱います。 

○取扱店 
東北地区の全営業店（ＪＲ仙台出張所、長町南出張所、加茂出張所および仙台空港出張所を除き

ます。）および札幌支店（合計１３４ヵ店） 
 投資信託のご注意事項等については、最終ページをご覧ください。 

以 上 
 



（ 別 紙 ） 
 
 

追加商品の主な商品内容 
 
［追加商品Ⅰ］ 

商 品 名 国際機関債ファンド（円コース） 愛称「キックオフ」 

商 品 タ イ プ 追加型投信／海外／債券 

投 信 会 社        三菱ＵＦＪ投信株式会社 

運用方針（主要

投資対象等） 

１．原則として、取得時においてＡＡＡ格相当の信用力がある国際機関債に投資

します。 
注．国際機関とは主に特定の地域の経済発展のため、複数国が協調して設立し

た国際的な組織であり、世界銀行（国際復興開発銀行）、アジア開発銀行、

欧州投資銀行および米州開発銀行等があります。 
２．ファンドの組入債券の平均残存期間は、原則として７～１０年とします。 
３．為替ヘッジを行い、為替変動リスクの低減を図ります。 

信 託 設 定 日 平成２２年７月１４日 

信 託 期 間        平成３２年７月８日まで 

決 算 日        毎月８日（休業日の場合は翌営業日） 

申 込 単 位        

一般コース：１０万円以上１円単位 
累投コース：１万円以上１円単位 

換 金 単 位        １口単位 

販 売 手 数 料        

窓 口 販 売：１．０５％[税込] 
インターネット販売：窓口での販売手数料にインターネット投信の割引率を適用 

信 託 報 酬 年率０．７８７５％[税込] 

信託財産留保額        なし 

備 考        積立投信の対象 

 
 

 
投資信託のご注意事項等については、最終ページをご覧ください。 
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［追加商品Ⅱ］ 

商 品 名 円サポート 

商 品 タ イ プ 追加型投信／内外／債券 

投 信 会 社        日興アセットマネジメント株式会社 

運用方針（主要

投資対象等） 

１．日本および世界の格付の高い国債・国際機関債等に投資します。 
２．海外の債券については、原則として、買付時においてＡＡ格相当以上の格付

が付与されている国に投資します。 
３．外貨建資産については、原則として、対円で為替ヘッジを行い、為替変動リ

スクの低減を図ります。 
４．原則３ヵ国から５ヵ国程度に分散して投資し、安定した収益の確保を目指し

ます。 

信 託 設 定 日 平成２３年２月２８日 

信 託 期 間        平成３３年２月１０日まで 

決 算 日        毎月１０日（休業日の場合は翌営業日） 

申 込 単 位        

一般コース：１０万円以上１円単位 
累投コース：１万円以上１円単位 

換 金 単 位        １口単位 

販 売 手 数 料        

窓 口 販 売：２．１％[税込] 
インターネット販売：窓口での販売手数料にインターネット投信の割引率を適用 

信 託 報 酬 年率０．７１４０％[税込] 

信託財産留保額        なし 

備 考        積立投信の対象 

 
以 上 

 
 
 
 

 投資信託のご注意事項等については、最終ページをご覧ください。
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○投資信託のご注意事項等 

 
投資信託のリスクについて 
●投資信託は、株式など価格変動を伴う有価証券等に投資するため、以下の要因などにより、投資元本を割

込むことがあり、元本および分配金が保証されている商品ではありません。 

① 組入株式の価格の下落、金利変動等による組入債券の価格の下落 

② 組入株式・組入債券等の発行者の経営・財務状況の変化 

③ 海外の株式・債券等への投資における為替相場の変動 

●換金可能日に制限（クローズド期間等）がある投資信託商品は、換金できない場合があります。 
 

【投資信託ご購入にあたってのその他のご留意事項】 
●投資信託をご購入の際には、投資信託取扱店にて最新の「投資信託説明書（交付目論見書）」等をお受け取

りいただき、商品内容やリスクおよび手数料等の詳細を十分ご理解のうえ、ご自身のご判断でお申込みく

ださい。 

●投資信託は預金ではなく、預金保険および投資者保護基金の対象ではありません。 

●投資信託の運用による損益は、投資信託をご購入されたお客様に帰属します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●投資信託をご購入する際は、各商品ごとに設定されたお申込手数料、信託報酬および信託財産留保額などの

ほか運用等に際し発生する有価証券売買手数料等(運用方法等により変化するため、詳細を掲載しておりませ

ん。)をご負担いただくこととなります。なお、手数料など諸費用の合計額及び一部費用の詳細については、

保有期間等に応じて異なりますので表示できません。また、各商品等には価格の変動等による損失を生じる

おそれがあります。商品ごとに手数料等およびリスクは異なりますので、各商品の契約締結前交付書面や投

資信託説明書（交付目論見書）等をよくお読みください。  

ご 

注 

意 

 

商 号 等：株式会社七十七銀行 登録金融機関 東北財務局長（登金）第５号 

加入協会：日本証券業協会、一般社団法人金融先物取引業協会 
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